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状を生じることがあり，気分陳審による症状との

鑑別が必‘災となる. Lithiumはi3に収極性陣容な

どの治撫・ 〕う防に川いられ，その副作川の一つと

してIII状II胤機能低1寸症はよく知られている．一方

で，怖ではあるが, 111状腺機能).[巡りli;の服告も敵

児される． I・ilhiumによりlll状ll照機能が),[進した

と豚えられる症例を経験したため報告する．

症例は73雄，女性.X-16年5月にｲ《眠，食欲

低ド, IIIIうつ父(分がll}現． うつ病として|前1年8月

2() l1～911911まで､'i科に征恵入院し, CI()mi-

I)1･amine主体で加旅された.X-14年41lに多弁，

ll!剛(欲求ji!少，食欲IM進，友人宅へ伽繁に出掛け，

誌大的な発｢iがjW"11した. !|i削錐状態と判断され，

双械ll型陳'i!fに診断が変更され,CI()mipramine中

ll:,Uthiummax800mgにr!樅された．以後,Li400

mgでIﾘ}らかな気分エピソードを満たすことなく

総過した.X-1年10月に夫がlliMIIII甥でA病院に

入院した．行病疲れなどもあり，抑うつ・イ〈安が

出現した．X年311281],加旅ll的に当科に征意

入院した．

【入院後経過】人院時の採lilでLi lil巾濃度が

0.36と低価であったため, Liを800111屑へ増Ii． 1

ilallll後の採llilでLiO.72,更に1週|H1後0.78で椎秘

し，病棟|ﾉ､lでは不安の訴えも蝿減していた．511初

旬より， イ《lll(の訴えが噌加し， イ〈安・熊燥もjW強

し， 「今までと進うんです」 「どうしていいか分か

らない」とルドえることが猟繁となった. 51 19I=|

の係lilでLil.13, flYT3, IT4の上外,TSH低下を認め

た. LiとのIMI連を碇い，同IILiを'l!ll:、数日後よ

り夜|H1も比'陵的良lllti(｝られるようになり、不安・

焦燥も軽減した. 111状腺ホルモンも､lt行して，堆

準ll'lilﾉ1へ改}!#した． III状腺I4ILL抗体は|食性であっ

た．

【淨察】本症例では，生検は施行しておらず, II」

状ll鼎のﾙ)jIII!#ll縦学的な検討はなされていない． し

かし, III状腺間己抗体は陰性であり, lithium!|!止

後にII』状ll機能の改静がみられている点から，

lithiumによりIII状ll"II胞が面接|塀fされた可能性

が琴えられた.Uthium投与!| !は, III状腺機能のモ

ニタリンク′の継続が必要であるとともに，不安・

熊燥，興斯などの11'ifl!症状が出現した|簾には, lil

行動評価尺度得点平均はｿ)児が女児に比べｲｨ意に

高かった．現ｲド及児が乳児期後期独歩II!1:liiまでし

ていた巡勅形態は這い這いのみの行が41111で，追

い這い継続llllHlは全体の約半放が2"11ｲﾐ満だっ

た．通い這いを伽測lⅢしたのち伝い歩きをした背

や歩行器に入った荷は全体の約6別で，歩行器の

使用!WIIIMが災いほど年隆児の行肋評llli尺庇は高く

なった． またj亀供の心の強さと|ｲI難さアンケート

による合計･'ｲ‘|帷鹿(TDS)とのNI間では歩行器の

使川期|H1が災いほどTDSは高くなり，適い追いの

継統期lHlが災いほどTDSは低くなった． SDQに

おいては全体に脱評illiの方がｲllif評illiより皇j'･供の

行動に|ﾊl迦があると指摘する刈谷が商く，特に女

児でその傾向が高かった．担任の評illiとの一致率

はり)児67.7％女児5().7％で有意策が認められ,女

児の親が子どもの行勤を問題視する傾向にあった．

【考察】H24fi渡から継続して行っている保育|fil

年長児の行肋についてのこれまでとlii僻の調衝で

は概ね例年jfみの結果が得られた．今ｲド度は新た

にsI)Qを|Ⅱ｢f・籾の双方に導入し子どもの行肋

の評illiについて比較した．SDQによると親は担任

より子供のi了肋を|ﾊl題ととらえる傾liilがあり，女

児の親にその'噸向が商かつた． これは女児の商い

社会性といった特性によるのかもしれないし，親

が女児の行肋に対してより関心や期緋を筍:せてい

るからかもしれない． また災|寸|においてはlll任が

全体の中で目立つﾘ)児の行動にとらわれ女児の行

動に|且Iをlhlけにくいのかもしれない．今後運動プ

ログラム施行後の行肋評価の推秘をみるほかに，

問題行勅を持つとされる子供のH1談賜iiliではどこ

で誰が問題視しているのかもｲ『川な↑I'i報となると

考える．

6 Lithiumにより甲状腺機能が冗進したl症例

菊地 佑・ lll尻美寿々・断裁 l,li,I"

信lll 畷太

県立小出柄院ド,'i神科

【はじめに】 III状ll1職能異常は，自il!FI!絲症状を

呈する他,抑うつ，不安・焦燥，不眠などの粘神症
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状腺I|!赤椛を含めたI I1状腺機能異術による影禅も

鋪別として:ぢえなければならない．本症|#ll lnl様，

lithium!I!止によりI I1状腺中砿症が改群することも

ある一方で，潜在性I:II状ll"! | !稚症が猟在化したと

いう服告もあり，治療については， ・慨にlithium

｢|! I上を推奨することは難しく,mlll状腺莱の使州

なども含め，今後史なる検討.が必要である．
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